
 

第 686 回 新 潟 医 学 会 次 第 

第 686 回新潟医学会を下記の要領によって開催致しますので何卒多数ご来聴下さい 
ますようご案内申し上げます。 
 

        日 時   平成 25 年 5 月 18 日（土）午後 2時 30分から 
        会 場   新潟大学医学部 有壬記念館 
 

                                        新潟医学会集会幹事 

 

記 

 

 
Ⅰ．特別講演（午後 2時 30 分～3時）    

                座長    中村 和利    教授 ( 環 境 予 防 医 学 ） 

 

「栄養疫学と曝露評価の意義」 
 
                           髙地リベカ   准教授（ 環 境 予 防 医 学 ） 
 

国内の大規模コホート研究において、食物摂取頻度調査票により測定した野菜・果物摂取量と、全がん・

循環器疾患の罹患リスクとの関連を検討した。果物摂取と循環器疾患リスク低下の関連が見られた一方、野

菜・果物摂取と全がんリスクとの関連は見られなかった。摂取量の測定精度に起因する誤分類が、食事と疾

病との関連を統計的に弱めることが指摘されている。概して日本で用いられている FFQ は欧米に比し妥当性

が低く、日本人に適した精度の高い食事評価法の開発は、疫学研究においても重要である。 

 
 
 

Ⅱ．シンポジウム（午後 3時～5時）    
       

 司会     西澤  正豊   教授（神 経 内 科 学） 
 

                                                                                                                                                                                             

「認知症診療と高齢者医療の課題と展望」 

 

（シンポジスト） 

１. 認知症診療と地域連携           成瀬  聡（み ど り 病 院 院 長） 

２. 精神科領域における認知症診療       佐野  英孝 （白根緑ｹ丘病院院長）                   

３. 認知症の新薬開発の最新情報        池内    健（生命科学ﾘｿｰｽ研究ｾﾝﾀｰ）                            

４. 超高齢社会における地域医療のあり方     吉嶺  文俊 (総合地域医療学講座） 

         （シンポジスト,敬称略）        

 

 

 

 

 

 

新潟県医師会生涯教育講座の認定を受けております。  

        大 学 院 特 別 講 義       
     

 大学院生、学部学生の皆様、看護師、医療関係者の方々の出席を歓迎致します。無料、事前申込の 
必要なし。ご自由に御参加下さい。  

当日は駐車場のゲートが開いていますので、医学部職員駐車場をご利用下さい。   
 


